





























































の ∑p′は,kL<p<kcなる波動ベク トル pにわたる和である･この Vah(u)が,乱流を惹き














のように,3つのタイプの項からなる.その第2項 V(X)は,(5)の非線形力 V(q)や (9)の非線
形慣性力 Vcth(u)のように,カオス ･乱流を惹き起す非線形力であり,K(X)は,散逸するエネ



















を定義した･R(i)のpropagatoretQ^ の射影演算子 Qは,F(i)から時間スケール TM の線形長
時間運動を排除し, (17)の第2項のように,それをA(i)の線形発展にくり込むものである.こ
の第2項が,カオス ･乱流による線形輸送項を与えることになるのである.






































k2 k2(lu αh J2)Ludte-iut(rαh(i)rth) (32)
によって与えられる.なお, (22), (26), (32)がカオス ･乱流に対する揺動散逸定理を与える･
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